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今
か
ら
一
三
〇
年
前
の
一
八
八
六
年（
明
治
一
九
）頃
の
日
本
は
、
明
治
維
新
で
近
代
化
が
進
ん
で
来
た
と
は
言
え
、
封
建
的
色
彩
は

強
く
女
性
の
政
治
的
権
利
も
認
め
ら
れ
な
い
時
代
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
キ
リ
ス
ト
教
に
立
脚
し
た
女
子
教
育
機
関
が
次
々
に
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
の
経
緯
か
ら
三
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
宣
教
師（
キ
ダ
ー
な
ど
）に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
学
校
、
日
本
人
独
身
女

性（
津
田
梅
子
な
ど
）に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
学
校
、
日
本
人
男
性
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
す
ぐ
に
女
性
指
導
者
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た

学
校
で
す
。
広
島
女
学
院
は
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス
父
子
の
支
援
の
も
と
、
砂
本
貞
吉
牧
師
に
よ
り
創
立
さ
れ
、
Ｎ
・
B
・
ゲ
ー
ン
ス
初
代
校

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
学
校
と
言
え
ま
す
。（
下
記
地
図
は
当
時
の
校
地
の
移
転
を
示
す
。）

　

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
の
理
念
は
、
現
代
の
女
子
教
育
へ
の
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。
女
性

に
政
治
的
社
会
的
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
の
時
代
に
、「
男
性
と
女
性
の
神
の
前
で
の
平
等
性
」が
説
か
れ
、
広
島
女
学

院
で
は「
我
ら
は
神
と
共
に
働
く
者
な
り
」（
ク
ム　

デ
オ　

ラ
ボ
ラ
ム
ス
）を
モ
ッ
ト
ー
に
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
人
格
教
育
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
砂
本
貞
吉
と
同
時
代
を
生
き
た
新
渡
戸
稲
造
は
、「
日
本
で
は
人
格
と
い
ふ
言
葉
は
極
め
て
新
し
い
。
私
共
が
書
生
の

時
分
に
は
、
人
格
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
。
パ
ー
ソ
ン
と
い
う
字
は
詳
細
に
調
べ
る
と
、
メ
ン
と
い
う
意
味
と
は
違
っ
て『
人
た
る
』

と
い
う
字
で
あ
る
。
格
と
い
っ
て
も
資
格
と
い
う
よ
う
な
意
味
は
毛
頭
な
い
。
人
格
神
と
の
関
係
性
の
中
に
人
格
は
形
成
さ
れ
る
。」『
西

洋
の
事
情
と
思
想
』と
述
べ
て
い
る
通
り
で
す
。

　

現
代
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
・
教
養
教
育
と
い
う
言
葉
は
ご
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
教
養
と
は「
社
会
、
国
家
、

世
界
の
中
で
自
己
確
立
し
て
生
き
る『
人
格
、
私
、
ぶ
れ
な
い
個
』を
育
て
る
教
育
」で
す
。
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
一
三
〇
年
間

堅
持
し
て
き
た
広
島
女
学
院
の
存
在
意
義
が
あ
り
ま
す
。
神
の
前
に
は
男
性
も
女
性
も
同
等
の
人
格
と
し
て
創
造
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
ら
、「
ぶ
れ
な
い
個
・
自
己
」と「
良
い
意
味
の
自
信
」を
も
っ
て
、
自
由
な
発
想
と
柔
軟
な
批
判
的
思
考
力
を
養
い
つ
つ
、
ど
の
よ
う

な
事
態
に
お
い
て
も
責
任
を
も
っ
て
受
容
し
決
断
し
得
る
女
性
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
現
代
を
生
か
す
教
養

人
で
す
。

　

二
〇
一
六
年
に
は
女
性
活
躍
推
進
法
も
で
き
、
性
差
に
関
わ
ら
ず
働
け
る
環
境
が
以
前
よ
り
も
は
る
か
に
整
っ
て
来
ま
し
た
。
男
女

雇
用
機
会
均
等
法（
一
九
八
五
年
）も
な
い
時
代
か
ら
働
い
て
き
た
私
の
年
齢
層
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
何
事
に
お
い
て
も「
最
初
」と
い

う
事
態
を
突
進
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
人
の
目
を
気
に
し
な
い
。
問
題
か
ら
逃
げ
な
い
。
孤
独
と
ス
ト
レ
ス
に
克
つ
強
さ
を

も
つ
。
継
続
は
成
功
の
鍵
。
耐
え
る
こ
と
も
大
事
」で
す
。
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
た
め
に
是
非
先
鞭
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
島
女
学
院
で
は
、
創
立
一
三
〇
周
年
を
機
に
、「
キ
ャ
リ
ア
概
念
」を「
職
業
キ
ャ
リ
ア
」か
ら「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
」に
明
確
に
転
換

し
、「
女
性
の
一
生
涯
」を
社
会
に
そ
し
て
世
界
に
貢
献
で
き
る
女
性
を
育
て
る
よ
う
に
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
す
。「
我
ら
は
神
と

共
に
働
く
者
な
り
」の
建
学
の
精
神
に
沿
っ
て
、
各
々
の「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
」を
生
き
抜
く
精
神
を
学
院
全
体
と
し
て
共
有
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
立
一
三
〇
周
年
を
迎
え
て
建
学
の
精
神
を
土
台
に

「
職
業
キ
ャ
リ
ア
」か
ら「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
」へ

院
長
・
学
長
　
湊
　
晶
子

校母 N.B.ゲーンス 創立者　砂本 貞吉

『目でみる広島女学院の100年』より
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東
京
藝
術

大
学
器
楽
科

オ
ル
ガ
ン
専

攻
卒
業
、
同
大

学
院
修
士
課

程
修
了
。
ド
イ

ツ
政
府
給
費
奨
学
金（D

A
A
D

）を
得

て
ケ
ル
ン
音
楽
大
学
卒
業
。
在
独
中
は

ケ
ル
ン
・
ヴ
ォ
ー
リ
ン
ゲ
ン
教
会
正
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
を
務
め
、
帰
国
後
は
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
、
東
京
藝
術
劇
場
、
国

際
基
督
教
大
学
、
東
京
女
子
大
学
、
青

山
学
院
大
学
な
ど
で
演
奏
会
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
、
日
本
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団

池
の
上
キ
リ
ス
ト
教
会
主
任
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
・
同
音
楽
主
事
、
桜
美
林
大
学
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
・
同
大
学
兼
任
講
師
、
玉

川
聖
学
院
主
任
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
日
本

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
会
員
、
日
本
オ
ル

ガ
ン
研
究
会
会
員
、
公
益
社
団
法
人
日

本
演
奏
連
盟
会
員
。
ソ
ロ
C
D「
天
か

ら
の
風
に
の
せ
て
」、「
光
に
つ
つ
ま
れ

て
」な
ど
を
リ
リ
ー
ス
。

内
海 

恵
子
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

organist-keiko.com

　

東
京
藝
術

大
学
器
楽
科

オ
ル
ガ
ン
専

攻
3
年
在
学

中
。
青
山
学
院

初
等
部
、
中
等

部
、
高
等
部
卒
業
。
高
等
部
1
年
か
ら

オ
ル
ガ
ン
を
始
め
る
。
廣
江
理
枝
、
椎

名
雄
一
郎
、
浅
井
美
紀
、
内
海
恵
子
の

各
氏
に
師
事
。
第
1
回「
長
崎
で
教
会

音
楽
を
」オ
ル
ガ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
て
2
位
、
優
秀
賞
受
賞
。

内
海 

恵
子

K
eiko U

T
SU
M
I

内
海 

彩
花

A
yaka U

T
SU
M
I

　

9
月
24
日（
土
）、
中
高
の
ゲ
ー
ン

ス
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
記
念
講
演
会
・

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ま
で
の
雨
天
続
き
の
中
、
こ
の

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
て
各
方
面
か
ら

多
数
の
参
加
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
中
川
日
出
男
理

事
長
よ
り
、
広
島
女
学
院
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
女
子
教
育
を

連
綿
と
し
て
続
け
て
き
た
伝
統
に
立
ち
つ
つ
、
新
た
な
時
代
に

向
け
て
の
女
子
教
育
を
打
ち
立
て
て
い
く
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
講
演
は
湊
晶
子
院
長
に
よ
り
、『
女
子
教
育
が
世
界
を
変

え
る
』と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
、
女
子
教
育

へ
の
道
を
拓
い
た
人
々
と
そ
の
思
想
、
ま
た
砂
本
貞
吉
に
始
ま

る
本
学
院
の
1
3
0
年
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
に
お
い
て
こ
そ
、
神
と
人
・
人
と
人
と
い
う
、
縦

軸
・
横
軸
の
嚙
み
合
っ
た
ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
人
格
が
培
わ
れ
る

こ
と
。
ま
た
、
今
後
の
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
を
、「
世
界
平
和

へ
の
貢
献
」、「
発
展
途
上
の
国
や
人
々
へ
の
関
心
と
関
与
」、
更

に
キ
ャ
リ
ア
に
於
い
て
、
こ
れ
を
単
に
就
職
の
問
題
と
し
て
で

な
く
、
生
涯
に
渡
っ
て
役
割
が
大
き
く
変
化
す
る
女
性
の「
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
の
確
立
」、
と
い
う
3
つ
の
観
点
に
お
い
て
捉
え
、

ご
自
身
の
家
庭
人
、
社
会
人
と
し
て
の
経
験
も
交
え
つ
つ
明
快

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
現
在
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
教
会
や

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
に
活
躍
し
、
C
D
の
リ
リ
ー
ス

も
し
て
お
ら
れ
る
内
海
恵
子
さ
ん
と
、
そ
の
お
嬢
様
で
現
在
学

生
と
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
学
ん
で
お
ら
れ
る
彩
花
さ
ん
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
バ
ッ
ハ
か
ら
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
エ
ル

ヌ
の
作
品
ま
で
、
数
々
の
オ
ル
ガ
ン
作
品
が
独
奏
と
連
弾
と
に

よ
っ
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
が
、
普
段
は
目
に
つ
か
な
い
、
足
鍵

盤
を
巧
み
に
弾
き
こ
な
す
足
の
様
子
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
演
出
も
加
わ
っ
て
、
会
場
は
オ
ル
ガ
ン
の
美
し
く
多
彩

な
響
き
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

内
海
恵
子
さ
ん
は
湊
院
長
の
御
長
女
に
当
た
ら
れ
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
中
で
若
い
日
々
を
過
ご
し

て
こ
ら
れ
た
女
性
達
が
、
3
世
代
の
其
々
の
人
生
の
輝
き
を
示

し
て
く
だ
さ
っ
た
姿
は
、
今
日
の
講
演
の
主
題
を
象
徴
的
に
表

し
て
い
る
よ
う
で
、
感
銘
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

Profile

創立130周年記念特集

— 
創
立
１
３
０
周
年
記
念 

—

講
演
会・オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を

振
り
返
っ
て

広
島
女
学
院
中
学
高
等
学
校
　
校
長

　
星
野 

晴
夫
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湊 晶子 院長　講演 中川 日出男 理事長　挨拶

花束贈呈 親子二代による連弾

内海 彩花 氏　演奏 内海 彩花 氏　オルガンを専攻して　

内海 恵子 氏　ボッシュ社オルガン解説 二階に設置されたオルガンと演奏を投影した正面スクリーン
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2
0
1
6
年
度 

春
季
宗
教
強
調
週
間

2
0
1
6
年
5
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

　

７
月
５
日（
火
）の「
キ
リ
ス

ト
教
の
時
間
」で
は
、
戦
時
下

の
広
島
に
て
女
学
生
車
掌
を
務

め
た
笹
口
里
子
さ
ん
に
お
話
を

伺
っ
た
。
軍
都
で
も
あ
っ
た
広

島
は
軍
需
関
連
の
工
場
・
会
社
が

多
く
、
電
車
を
定
期
的
に
動
か

す
必
要
か
ら
、
戦
地
に
行
く
男

性
に
替
わ
り
、
女
学
生
が
そ
の

役
割
を
担
っ
た
。
笹
口
さ
ん
は

１
９
４
５
年
春
、
広
島
電
鉄
家

政
女
学
校
に
入
校
、
一
週
間
程

度
の
乗
務
見
習
い
後
、
車
掌
と

し
て
乗
務
さ
れ
た
。
当
時
を
振

り
返
っ
て
、
お
腹
が
空
き
、
頭

や
羽
も
見
え
る
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮

を
食
べ
た
同
僚
の
こ
と
、
苦
く

て
食
べ
れ
な
い
よ
も
ぎ
や
線
路

脇
の
鉄
道
草
、
海
藻
で
作
っ
た

団
子
の
こ
と
、
し
ば
し
ば
鳴
る

空
襲
警
報
に
恐
怖
を
感
じ
た
こ

と
な
ど
厳
し
い
食
料
事
情
も
含

め
、
戦
時
下
の
思
い
出
を
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
原
爆
投
下
の

日
は
寄
宿
舎
で
被
爆
。
青
い
炎

を
見
た
瞬
間
、
柱
の
下
敷
き
に

な
り
そ
の
後
脱
出
。
宇
品
の
神

社
を
経
由
し
鈴
が
峰
の
実
践
女

学
校
へ
避
難
さ
れ
た
。
途
中
、

列
を
な
す
怪
我
人
、
馬
や
兵
隊

さ
ん
の
死
体
が
山
積
み
さ
れ
た

光
景
に
遭
遇
、
実
践
女
学
校
で

病
人
、
怪
我
人
の
世
話
に
当
た

ら
れ
た
。

次
々
亡
く

な
る
人
々

の
こ
と
や

積
ま
れ
た

死
体
の
中

に
家
政
女

学
校
の
生

徒
を
発
見

し
た
こ
と
、
原
爆
投
下
の
３
日

後
、
８
月
９
日
に
は
再
び
電
車

が
走
っ
た
こ
と
な
ど
悲
惨
な
体

験
談
を
含
め
当
時
の
こ
と
を
詳

し
く
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。

　

７
月
12
日（
火
）は
、
同
窓
生
・

野
村
久
子
さ
ん
よ
り『
被
爆
証

言
』を
お
聞
き
し
た
。
土
橋
付
近

で
電
車
の
中
、
被
爆
。
青
い
光
・

轟
音
の
後
見
た
の
は
体
か
ら
皮

膚
が
ぶ
ら
下
が
り
、
兵
隊
さ
ん

に
助
け
を
求
め
る
生
徒
達
の
姿
。

衣
服
も
焼
け
周
囲
は
生
き
地
獄

の
様
相
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
己
斐
方
面
に

川
を
渡
っ
て
逃
げ
る
際
、
家
の

下
敷
き
に
な
っ
た
母
や
祖
母
を

残
し
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
い
五
日

市
に
向
か
う
小
学
生
の
女
の
子

に
出
会
い
、
ご
自
身
も
途
中
黒

い
雨
に
打
た
れ
雨
宿
り
し
な
が

ら
山
越
え
、
家
に
辿
り
着
き
姉

と
母
に
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
後
、
平
塚
町
の
家
に
一
緒

に
出
向
か

れ
た
際
に

は
、
紙
屋

町
で
茶
色

に
焼
け
た

多
数
の
人

や
馬
に
遭

遇
す
る
壮

絶
な
体
験

を
さ
れ
る
。
吐
き
気
や
脱
毛
に

さ
い
な
ま
れ
た
ご
経
験
も
話
さ

れ
た
。
最
後
は
、『
核
戦
争
に
は

勝
者
は
な
い
。
核
兵
器
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
は
人
類
に
未
来
は

な
い
。』、
ご
自
身
の
体
験
を
振

り
返
り
強
い
口
調
で
お
話
を
結

ば
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
、
壮
絶
な
被
爆
体

験
を
含
め
た
お
話
で
あ
り
、
学

生
教
職
員
一
同
心
か
ら
平
和
を

願
う
思
い
を
新
た
に
す
る
貴
重

な
時
間
と
な
っ
た
。

（
宗
教
セ
ン
タ
ー
事
務
課
長　

坂
野 

康
文
）

　

今
期
宗
教
強
調
週
間
で
は
、

国
際
協
力
に
つ
い
て
、
広
く
深

く
学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

5
月
16
日（
月
）特
別
チ
ャ
ペ
ル

で
は
広
島
Y
M
C
A
主
催
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

参
加
学
生
か
ら
現
地
で
の
経
験

や
所
感
な
ど
、
生
き
生
き
し
た

報
告
を
受
け
た
。
翌
17
日（
火
）

「
キ
リ
ス
ト
教
の
時
間
」で
は
2

月
に
実
施
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
参
加
学
生
か
ら
、

得
難
い
経
験
の
数
々
や
、
こ
れ

か
ら
に
向
け
て
の
思
い
な
ど
が

語
ら
れ
た
。
本
学
と
ワ
ー
ル
ド
・

ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン（
以
下

W
V
J
）と
の
初
の
共
同
企
画
で

あ
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
案

さ
れ
、
心
を
こ
め
て
実
現
に
至

ら
し
め
て
下
さ
っ
た
湊
晶
子
院

長
・
学
長
先
生
か
ら
は
、
一
人
ひ

と
り
の
発
表
を
踏
ま
え
、
励
ま

し
に
満
ち
た
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
ツ
ア
ー
に
引

率
同
行
し
て
下
さ
っ
た
W
V
J

ス
タ
ッ
フ
・
堂
道
有
香
さ
ん
か
ら

も
、
全
学
生
に
向
け
て
、
国
際

協
力
の
現
場
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
語
ら
れ
た
。
続
く
18
日

（
水
）に
は
さ
ら
に
、
W
V
J
事

務
局
長
の
片
山
信
彦
さ
ん
に
よ

り
、「
愛
さ
れ
て
、
共
に
生
き

る
」と
題
し
て
特
別
講
演
を
賜
っ

た
。
講
演
の
中
で
、
”自
分
が
難

民
キ
ャ
ン
プ
に
暮
ら
す
ひ
と
り

で
あ
る
こ
と
を
想
像
し
、
あ
と

1
分
で
頭
上
か
ら
爆
撃
が
始
ま

る
と
い
っ
た
と
き
に
、
身
の
回

り
の
何
を
持
ち
出
す
か
“
と
い

う
ワ
ー
ク
は
、
聴
講
し
た
学
生

た
ち
に
衝
撃
を
与
え
、
難
民
た

ち
が
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況
に

目
を
開
か
せ
る
機
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ル
ワ
ン
ダ
の
虐
殺
を
生

き
延
び
た
少
女
が
、
心
に
受
け

た
傷
の
た
め
、
目
を
固
く
閉

じ
、
頑
な
に
接
触
を
拒
ん
で
い

た
の
が
、
心
を
こ
め
て
話
し
か

け
続
け
た
片
山
さ
ん
と
の
別
れ

際
、
目
を
開
い
て
、「
あ
り
が
と

う
」と
語
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
か
ら
、「
心
と
心
が
繋
が
る
」

国
際
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

学
生
た
ち
は
知
識
の
部
分
で
も
、

ま
た
理
屈
を
超
え
た
部
分
で
も
、

深
く
納
得
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

学
生
た
ち
か
ら
は「
誰
か
を
支
え

よ
う
と
思
う
愛
と
、
愛
さ
れ
た

こ
と
で
得
ら
れ
る
喜
び
は
全
世

界
共
通
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し

た
」・「
違
い
が
あ
る
こ
と
は
自

然
な
こ
と
で
あ
り
、
豊
か
な
こ

と
で
あ
る
と
学
ん
だ
」な
ど
多
く

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

19
日（
木
）に
は
締
め
く
く
り
と

し
て
、
湊
院
長
・
学
長
先
生
か
ら

情
熱
に
満
ち
た
、
魂
へ
の
語
り

か
け
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
び
へ
、
働
き
へ
向
け
て
、

背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

余
談
と
な
る
が
、そ
ろ
そ
ろ「
宗

教
強
調
週
間
」と
い
う
呼
称
に
つ

い
て
も
、
よ
り
時
代
に
即
し
た
名

称
に
変
更
す
る
時
期
に
来
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
今
後
、
宗
教
委
員

会
な
ど
で
検
討
を
進
め
た
い
。

（
チ
ャ
プ
レ
ン　

澤
村 

雅
史
）

大
　
学

第
50
回
原
爆
講
座  

８・６
の
意
味
す
る
も
の

　

受
験
生
お
よ
び
高
校
生
を
対

象
と
し
て
毎
年
８
月
１
～
３
日

に
行
わ
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
セ

ミ
ナ
ー
が
、
今
年
は
７（
日
）

～
９
日（
火
）
に
行
わ
れ
、
計

１
０
９
名（
内
高
Ⅱ
・
３
名
）の
参

加
が
あ
っ
た
。
高
校
３
年
生
で

受
講
成
績
が
良
け
れ
ば
本
学
に

出
願
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
学

科
や
授
業
、
先
生
の
様
子
や
各

個
人
の
適
性
が
入
学
前
に
わ
か

る
こ
と
か
ら
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

防
げ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
今
年
は「
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」が
広
島
で
行
わ
れ
た

た
め
、
日
程
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
、
概
ね
滞
り
な
く
終

了
で
き
た
。

　

先
生
方
の
熱
心
な
指
導
の
も

　

今
年
の
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
①
6
／
19
・
②
7
／

10
・
③
7
／
23
・
④
8
／
28
の
計

４
回
行
い
、
各
回
の
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
テ
ー
マ
を
①「
教
育
・
学

び
」②「
入
試
制
度
」③「
実
績（
就

職
・
資
格
）」④「
学
生
生
活
」と
設

定
し
て
特
色
を
出
し
た
。

　

今
年
は『
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
』の
影
響
で
回
数
が
１
回

減
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の

分
、
各
回
に
お
い
て
工
夫
と
努

力
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

管
理
栄
養
学
科
で
は
、
防
災

の
日
を
前
に「
災
害
支
援
」に
特

化
し
た
授
業
内
容
の
紹
介
と
、

炊
き
出
し（
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
ご
飯

を
炊
く
等
）の
実
演
・
試
食
を
お

こ
な
い
好
評
だ
っ
た
。　

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
湊
学

長
に
よ
る
教
育
方
針
の
講
演
や

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長
に
よ
る
就

職
支
援
体
制
の
説
明
が
あ
り
、

と
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に

受
講
し
、
終
了
の
日
は
全
員
達

成
感
に
溢
れ
清
々
し
い
表
情
を

し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。（

入
試
課
長　

川
口 

早
香
美
）

学
生
一
人
ひ
と
り
を（
卒
業
後

も
）大
切
に
思
う
本
学
の
方
針
が

伝
わ
っ
た
と
思
う
。
学
生
ス
タ
ッ

フ
も
校
内
随
所
で
、
丁
寧
に
高

校
生
の
相
談
に
の
っ
て
く
れ
て

い
た
。

　

学
生
、
教
職
員
と
で
協
力
し

合
い
、
成
果
を
感
じ
て
無
事
終

了
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
感
謝

で
あ
る
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

多
く
の
学
生
の
み
な
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
入
試
課
長　

川
口 

早
香
美
）

2
0
1
6
年
度

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
6
年
度 

夏

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

講師の片山信彦さん

全体説明会の様子各プログラムへの案内学生（一部）
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国
際
教
養
学
科
で
開
催
さ
れ

て
い
る
勉
強
会
の
う
ち
、
今
回

は
、
国
語
系
メ
ジ
ャ
ー
教
員
の

勉
強
会
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
日
本
人
と
し
て
の
日

本
語
能
力
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
た

め
の
日
本

語
検
定
試

験
対
策
。

春
秋
と
も

週
一
回
60

分
で
６
回
。

　

内
容
は
、

佐
藤
先
生

の「
日
本
語

検
定
３
級
、

２
級
の
過

去
問
解

説
」、
植
西

先
生
の「
単

語
の
意
味
関
係
・
慣
用
句
」、
渡

邊
先
生
の「
文
法
」、
柚
木
先
生

の「
漢
字
の
使
い
分
け
・
送
り
仮

名
・
仮
名
遣
い
・
四
字
熟
語
」、
足

立
先
生
の「
敬
語
」な
ど
。

　

ま
た
教
職
を
希
望
す
る
学
生

の
た
め
に
、
佐
藤
先
生
の「
古
典

文
法
講
座
」、
柚
木
先
生
の「
漢

文
の
訓
読
法
」の
勉
強
会
。

　

２
０
１
５
年
度
の
実
績
は
以

下
の
通
り
。

＊ 

中
学
国
語
・
広
島
県
２
名
採
用

／
大
阪
府
１
名
採
用

＊
情
報　

広
島
県
１
名
採
用
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
中
学
国

語
に
広
島
県
・
山
口
県
に
各
一

名
、
一
次
合
格
。

　

少
し
で
も
多
く
学
ん
で
結
果

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
国
際
教
養
学
科
教
授

宮
本 

陽
子
）

　

姉
妹
校
ボ
ー
リ
ン
グ
グ
リ
ー

ン
州
立
大
学（
米
国
オ
ハ
イ
オ

州
）の
学
生
・
教
員
を
迎
え
隔

年
で
実
施
さ
れ
る「
ピ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー
」（
本
学
講
義
名

「H
iroshim

a Studies

」篠
原
收

教
授
担
当
） 

が
、
今
年
も
8
月
1

日
～
8
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
名
の
学

生
そ
し
て
学

部
長
を
含
む

2
名
の
教
員

は
、
平
和
学

分
野
の
専
門

家
や
運
動
家

の
講
義
、
被

爆
証
言
、
平

和
記
念
資
料

館
見
学
、
原

爆
死
没
者
慰

霊
式
、
広
島

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
以
降
、

大
き
な
地
震
が
熊
本
地
方
一
帯

を
襲
い
ま
し
た
。
連
日
報
道
さ

れ
る
熊
本
の
様
子
を
知
り
、
被

災
地
の
子
ど
も
や
子
を
持
つ
家

庭
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
の
学
び

を
生
か
し
た
手
作
り
お
も
ち
ゃ

で
熊
本
を
元
気
づ
け
た
い
と
、

幼
児
教
育
心
理
学
科
の
学
生
が

災
害
支
援
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し

ま
し
た
。

　

対
象
年
齢
の
発
達
段
階
や
安

　

5
月
9
日
～
6
月
1
日
、
三
井

住
友
信
託
銀
行
広
島
支
店・広
島
中

央
支
店（
紙
屋
町
交
差
点
南
東
角
）

２
階
ロ
ビ
ー
に
て「
地
域
に
開
く
」と

　

管
理
栄
養
学
科
70
名
が
国
家

試
験
の
受
験
に
挑
み
、
68
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
広
島
県
私
立

大
学
１
位
で
す
。
全
国
の
合

格
状
況
は
全
体
合
格
率
が
44
・

７
％
、
新
卒
管
理
栄
養
士
養
成

課
程
が
85
・
1
％
で
あ
り
、
昨
年

全
性
・
強
度
に
配
慮
し
な
が
ら
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
た
お
も
ち
ゃ

は
１
か
月
弱
で
合
計
21
個
完
成

し
、
５
月
29
日
に
は
サ
ー
ク
ル

の
代
表
者
２
名
と
共
に
益
城
総

合
体
育
館
を
訪
れ
、
熊
本
県
保

育
士
会
に
お
も
ち
ゃ
を
進
呈
し

ま
し
た
。

　

お
も
ち
ゃ
を
手
に
し
た
時
の

保
育
者
の
方
々
の
反
応
に
勇
気

づ
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
お

も
ち
ゃ
作
り
は
そ
の
後
も
継
続

い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
作
品
は「
牛
田
商
店
街
街
路

灯
デ
ザ
イ
ン
」、
地
域
企
業
と
の
コ

ラ
ボ「
介
護
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」を
は

じ
め
、
広
島
８
大
学
卒
業
設
計
展

優
秀
賞・
審
査
員
特
別
賞
受
賞
作

品
、「
富
山
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア 
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」入
賞

作
品
や「
デ
ザ
イ
ン
リ
ー
グ
」大
賞

作
品
も
披
露
。
ま
た
、
あ
や
め
祭

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
衣
装
は
、

空
間
を
華
や
か
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

多
く
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
励
み
に
し
て
い
き
ま
す
。

（
生
活
デ
ザ
イ
ン・建
築
学
科
教
授

細
田 

み
ぎ
わ
）

よ
り
合
格
率
が
低
下
し
、
問
題

は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
来

年
は
全
学
生
と
笑
顔
で
お
別
れ

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
決

意
し
て
い
ま
す
。

（
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
主
任　

石
長 

孝
二
郎
）

さ
れ
、
７

月
27
日
に

は
、
地
震

の
影
響
で

プ
ー
ル
遊

び
が
で
き

な
い
子
ど

も
た
ち
が

川
遊
び
で

使
用
で
き

る
よ
う
な
お
も
ち
ゃ
を
メ
イ
ン

に
、
２
回
目
の
お
も
ち
ゃ
を
熊

本
に
届
け
ま
し
た
。

（
幼
児
教
育
心
理
学
科
准
教
授　

田
中 

沙
織
）

女
学
院
平

和
祈
念
式

出
席
、
宮

島
観
光
に

日
本
文
化

体
験
と
、

内
容
の
濃

い
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参

加
し
ま
し

た
。
オ
バ

マ
大
統
領

の
訪
問
で

世
界
的
な

注
目
を
集
め
た
被
爆
地
広
島
で

す
が
、
参
加
者
は
平
和
問
題
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
人
々
と
の

触
れ
合
い
を
体
験
し
た
よ
う
で

し
た
。

（
学
生
課
長〈
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
〉　

宇
根 

治
）

国
語
の
力
を
高
め
よ
う

Ｂ
Ｇ
Ｓ
Ｕ
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー

熊
本
地
震
の
被
災
地
に
心
を
寄
せ
て

「
生
活
デ
ザ
イ
ン・建
築
学
科　
学
生
作
品
展

─
地
域
と
つ
な
が
る・デ
ザ
イ
ン
で
つ
な
が
る
─
」

「
第
30
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験 

合
格
率
97・１
％ 

広
島
県
私
立
大
学
１
位
！
」

ゲ
ー
ン
ス
学
術

奨
励
賞
受
賞
者

【
国
際
教
養
学
部
】

・
国
際
教
養
学
科山﨑 　

　

桃 

【
人
間
生
活
学
部
】

・
生
活
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
学
科

山
﨑 　

春
菜

・
管
理
栄
養
学
科荒川 

佳
央
梨 

・
幼
児
教
育
心
理
学
科

長
岡 

沙
耶
香

2
0
1
6
年
度

2016年度春季講演会報告 

幼
児
教
育
心
理
学
科

　
　

設
立
10
周
年
記
念

　
　
　

特
別
講
演

10
月
8
日（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

「
ゴ
リ
ラ
か
ら
見
た

人
間
の
子
ど
も
の
不
思
議
」

京
都
大
学
総
長山

極　

壽
一
氏

第
1
回

10
月
15
日（
土
）

14
時
～
16
時

「
栗
原
貞
子
作
品
を
読
む

―『
栗
原
貞
子
記
念
平
和
文
庫
』

　

  

収
蔵
資
料
か
ら
―
」

幼
児
教
育
心
理
学
科
准
教
授

神
野　

正
喜

第
2
回

10
月
22
日（
土
）

14
時
～
16
時

「
日
本
の
伝
統
文
化
と

現
代
ア
ー
ト
の
融
合
」

幼
児
教
育
心
理
学
科
教
授

三
桝　

正
典

第
3
回

10
月
29
日（
土
）

14
時
～
16
時

「
健
康
的
に
年
を

重
ね
る
た
め
に
は
」

幼
児
教
育
心
理
学
科
准
教
授

田
中　

沙
織

2
0
1
6
年
度（
第
34
回
）

広
島
女
学
院
大
学

公
開
セ
ミ
ナ
ー

総
合
テ
ー
マ

「
人
間
生
活
と
文
化
」

ー 管理栄養学科 ー
演題   「被災地支援のあり方を考える」
講師   山﨑　水紀夫氏
　　   （NPO高知市民会議 理事）

日時   2016年6月29日（水）15：15～
場所   人文303教室
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中
学・高
校

生
徒
の
活
躍

平
和
を
祈
る
週

（
6
月
13
日
～
6
月
18
日
）

中
１
学
年
合
宿

中
２
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
プ

　

土
曜
日

の
特
別
礼

拝
で
は
、

原
爆
の
子

の
像
の

モ
デ
ル
、

佐
々
木
禎

子
さ
ん
の

兄
、
佐
々
木
雅
弘
さ
ん
よ
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

雅
弘
さ
ん
は
、
４
歳
の
時
、

爆
心
地
か
ら
約
1.7
㎞
の
自
宅
で
、

当
時
２
歳
の
禎
子
さ
ん
と
共
に

被
爆
。
元
気
に
成
長
し
た
禎
子

さ
ん
は
、
10
年
後
の
１
９
５
５

年
２
月
、
白
血
病
と
診
断
さ
れ

　

８
月
６

日
午
後
１

時
30
分
か

ら
、
ゲ
ー

ン
ス
ホ
ー

ル
で
、
中

一
、
中
三
、

高
二
の
生

徒
が
出
席
し
、
多
く
の
来
訪
者
の

方
々
と
共
に
、
岡
村
悦
弥
先
生

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
牧
師
）

を
お
迎
え
し
て
平
和
記
念
礼
拝

を
ま
も
り
ま
し
た
。

　

岡
村
先
生
は
、
16
歳
の
時
、

動
員
先
の
南
観
音
の
三
菱
造
船

所（
爆
心
地
か
ら
３
㎞
）で
被
爆

し
ま
し
た
。
そ
の
体
験
に
つ
い

て
、「
ピ
カ
ッ
と
光
り
顔
を
上
げ

た
途
端
、
ド
ン
と
爆
風
が
来
て

み
ん
な
工
場
の
外
へ
飛
び
出
し

た
。
鉄
骨
を
残
し
て
壁
や
窓
ガ

ラ
ス
が
壊
れ
降
り
か
か
っ
て
き

た
。
町
の
ほ
う
を
眺
め
る
と
白

い
キ
ノ
コ
雲
が
立
ち
上
り
、
黒

煙
と
赤
い
炎
に
包
ま
れ
た
。
５

時
こ
ろ
帰
宅
を
許
可
さ
れ
、
血

を
流
し
火
傷
を
負
っ
た
無
残
な

人
々
の
姿
を
目
に
し
な
が
ら
、

己
斐
・
横
川
を
通
っ
て
牛
田
の
自

宅
を
め
ざ
し
た
。
助
け
を
求
め

る
声
を
耳
に
し
な
が
ら
通
り
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
助
け
て

あ
げ
な
か
っ
た
の
か
、
今
も
そ

の
声
が
耳
に
残
っ
て
い
る
。」と

証
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
疎
開
な
ど
で
、
約

６
０
０
０
人
も
の
学
生
・
生
徒
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、

日
本
も
マ
ニ
ラ
や
南
京
を
破
壊

し
た
と
知
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス

ト
教
学
校
で
あ
る
西
南
学
院
で

出
会
っ
た
宣
教
師
の
ロ
ジ
ャ
ー

先
生
が「
ア
メ
リ
カ
は
ひ
ど
い
こ

と
を
し
ま
し
た
」と
涙
を
流
さ
れ

た
姿
に
感
激
し
て
牧
師
に
な
り

ま
し
た
。「
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト

は
、
双
方
を
ご
自
分
に
お
い
て

一
人
の
新
し
い
人
に
造
り
上
げ

て
平
和
を
実
現
し
、
十
字
架
を

通
し
て
、
両
者
を
一
つ
の
体
と

し
て
神
と
和
解
さ
せ
、
十
字
架

に
よ
っ
て
敵
意
を
滅
ぼ
さ
れ
ま

し
た
。」（
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ

の
手
紙
２
章
15
～
16
節
）と
い
う

聖
句
に
あ
る
よ
う
に
、
平
和
と

和
解
の
福
音
を
伝
え
る
た
め
に

そ
の
生
涯
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

礼
拝
の
中
で
、
中
学
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
部
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
で「
主
の
祈

り
」を
捧
げ
ま
し
た
。

（
宗
教
教
育
委
員
会
）

　

４
月
27
日（
水
）～
28
日（
木
）

に
中
１
の
学
年
合
宿
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
ホ
ー
ル
で
の
開
会

礼
拝
で
校
母
ゲ
ー
ン
ス
先
生
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、
そ
の

あ
と
す
ぐ
バ
ス
で
比
治
山
に
あ

る
先
生
の
お
墓
に
向
か
い
、
ク

ラ
ス
ご
と
に「
墓
前
礼
拝
」を
も

ち
ま
し
た
。
ゲ
ー
ン
ス
先
生
の

愛
唱
歌「
讃
美
歌
2
9
4
番
」を

歌
い
、
献
花
を
し
て
、
今
後
の

女
学
院
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ

う
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
呉
市
安
浦
町
の
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
せ
と
う
ち
へ
移
動
し
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
、
室
内

で
の「
同
級
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

と
な
り
ま
し
た
が
、
天
気
を
も

の
と
も
せ
ず
、
ク
ラ
ス
の
仲
間

と
す
ぐ
う
ち
と
け
、
こ
の
時
間

で
初
め
て
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
話
し
た
生
徒
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
夕
べ
の
集

い
で
は
、「
誕
生
日
チ
ェ
ー
ン
」

な
ど
の
ゲ
ー
ム
で
親
睦
を
深
め

た
後
、
照
明
を
落
と
し
て
キ
ャ

ン
ド
ル
を
灯
し
、
厳
か
な
雰
囲

気
の
中
で「
夕
拝
」の
時
を
も
ち

ま
し
た
。
女
学
院
生
活
の
は
じ

ま
り
と
新
し
い
出
会
い
を
感
謝

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
幸
い
に
も
少
し
雨

が
上
が
り
ま
し
た
。
担
任
の
先

生
の
指
揮
に
よ
る
ク
ラ
ス
対
抗

校
歌
・
讃
美
歌
コ
ン
ク
ー
ル
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
、
楽
し
い
行
事
が
目

白
押
し
で
、
ク
ラ
ス
や
先
生
・
仲

間
の
個
性
が
よ
り
わ
か
っ
て
き

た
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

た
っ
た
二
日
間
で
し
た
が
、

女
学
院
で
の
学
校
生
活
の
良
い

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
中
１
合
宿
係　

濵
岡
）

　

今
年
も
芸
北
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
７
年
目
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
も
回
を
重
ね
、
高
校

生
リ
ー
ダ
ー
が
、
中
２
生
徒
に

と
っ
て
と
て
も
大
き
く
頼
も
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
発
ま
で
雨
を
心
配
し
ま
し

た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
気
持
ち

の
良
い
初
日
登
山
と
な
り
ま
し

た
。
到
着
直
後
の
テ
ン
ト
張
り
や

飯
盒
炊
さ
ん
で
は
、
疲
れ
た
体
で

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
中
２
も
一

生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
前
日

ま
で
の
雨
で
薪
が
湿
っ
て
い
た

の
か
、
な
か
な
か
火
が
付
か
ず
苦

労
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り

ま
し
た
。
普
段
の
生
活
に
は
な
い

困
難
に
、
日
頃
の
生
活
や
家
族
へ

の
感
謝
を
深
く
感
じ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
日
目
の
恐
羅
漢
登
山
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
励
ま
し
合
い
な
が

ら
、
全
グ
ル
ー
プ
無
事
に
山
頂

に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
山
頂
か
ら
の
景
色
は

見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
下
山

後
の
表
情
に
は
達
成
感
あ
ふ
れ
、

中
２
に
も
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

た
リ
ー
ダ
ー
達
に
も
自
信
が
つ

い
た
よ
う
で
し
た
。
夕
方
に
強

い
通
り
雨
が
降
っ
て
心
配
し
ま

し
た
が
、
無
事
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
美
し
い
火
を
静
か
に
見

つ
め
、
自
分
自
身
を
し
っ
か
り

と
振
り
返
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
感
想
か
ら
は
、
困
難

の
中
で
も
自
然
の
豊
か
さ
へ
の

驚
嘆
、
夜
空
の
星
の
美
し
さ
、

日
頃
の
生
活
へ
の
感
謝
な
ど
、

３
日
間
で
多
く
の
こ
と
学
び
、

帰
校
し
た
よ
う
で
し
た
。

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ

委
員
会
）

ま
し
た
。

　
「
家
が
貧
し
く
、
痛
み
止
め
の

注
射
も
我
慢
し
、
秘
か
に
白
血

球
の
数
値
を
メ
モ
し
な
が
ら
も

死
の
不
安
を
押
し
隠
し
て
、
最

後
ま
で
穏
や
か
に
振
る
舞
い
続

け
た
。
折
り
鶴
に
は
、
た
っ
た

12
歳
で
家
族
を
気
遣
い
、
痛
み

や
苦
し
み
に
一
人
で
耐
え
続
け

た
禎
子
の
”思
い
や
り
の
心
“
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
禎
子
が
生

き
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
命

を
、
皆
さ
ん
は
も
っ
と
大
切
に

し
て
、
周
り
の
人
を
思
い
や
り
、

平
和
を
つ
く
る
人
に
な
っ
て
下

さ
い
」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

午
後
の
有
志
の
質
問
会
で

は
、「
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
ル
・
ハ
ー

バ
ー
や
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館

に
も
サ
ダ
コ
の
鶴
を
展
示
し
て

も
ら
っ
て
い
る
、
そ
の
鶴
を
見

て
原
爆
が
正
し
い
と
思
っ
て
い

る
人
も
何
か
を
感
じ
る
は
ず
。

悲
し
み
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い

が
、
怒
り
や
憎
し
み
を
乗
り
越

え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
サ
ダ
コ

の
鶴
を
贈
り
続
け
て
い
る
」と
、

海
外
で
の
活
動
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

週
間
中
、
中
学
で
は
、
礼
拝

委
員
会
主
催
昼
の
集
い
で
被
爆

後
３
年
目
の
長
崎
を
舞
台
に
し

た『
母
と
暮
ら
せ
ば
』を
上
映
、

８
・
６
平
和
祈
念
式
で
広
島
女
学

院
原
爆
慰
霊
碑
と
絵
碑
に
捧
げ

る
千
羽
鶴
を
作
成
し
ま
し
た
。

高
校
で
は
、
宗
教
委
員
会
主
催

の
昼
の
集
い
で
金
信
先
生
の
朗

読
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ハ
ワ
イ
・
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
韓
国
の
研
修
報
告
、
ま

た
署
名
実
行
委
員
会
に
よ
る
核

廃
絶
署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
宗
教
教
育
委
員
会
）

8・6
平
和
記
念
礼
拝

  

マ
ン
ド
リ
ン
部

「
平
成
28
年
度 

全
国
高

等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド

リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

◆
優
秀
賞

◆
大
阪
市
長
賞

 
  （

３
年
連
続
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
学
校
）

◆
吹
田
市
長
賞

　
（
第
４
位
）

  

中
学
放
送
部

「
第
33
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国

大
会
」  

朗
読
部
門

◆
優
良
賞

 
  

仲
澤 

陽
菜（
３

-

２
）

  

中
学
合
唱
部

「
第
55
回
中
国
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
」

◆ 

銀
賞

  

高
校
音
楽
部

「
第
55
回
中
国
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
」

◆ 

銅
賞

◆
２
０
１
６（
平
成
28
）年
度

　

メ
イ
プ
ル
賞
受
賞

西 

優
香
子
、
齋
藤 

優
菜（
広
島
大
学
附

属
高
校
１
年
）

表
彰
理
由

第
39
回
ペ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア

ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
全

国
大
会
決
勝（
2
0
1
5

年
8
月
20
日
～
23
日
）

連
弾
上
級　

金
賞

「
第
55
回 

国
際
理
解
・
国

際
協
力
の
た
め
の
全
国

中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
」

◆ 

国
際
連
合
広
報
セ
ン

タ
ー
賞

 
  

長
坂 

小
如（
３

-

1
）
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在
校
生
・
保
護
者
・
卒
業

生
・
本
校
志
望
者
と
そ
の

保
護
者
の
方
・
一
般
市
民

の
方
々
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
る
公
開
ク
リ

ス
マ
ス
礼
拝
で
す
。
牧
師

先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
音

楽
科
教
師
に
よ
る
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
、
中
高
生
徒
に

よ
る
演
奏
な
ど
。
共
に
聖

書
を
読
み
、
讃
美
歌
を
歌

い
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝

い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、

席
上
で
献
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
国

内
外
の
施
設
や
N
G
O

な
ど
に
寄
付
、
強
制
で
は

な
く
、
額
も
ご
自
由
に
お

捧
げ
下
さ
い
）

（
宗
教
教
育
委
員
会
）

  

日  

時

12
月
19
日（
月
）

午
後
６
時
～
７
時
30
分

（
５
時
30
分
会
場
）

  

場  

所

中
高
ゲ
ー
ン
ス
ホ
ー
ル

  

内  

容

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

音
楽
を
中
心
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム

中
高
文
化
祭
の

ご
案
内

　

昨
年
度
に
開
設
さ
れ
たGlobal 

Issues

受
講
生
27
名（
高
２
）が
4

月
1
日
～
7
日
の
間
、
1
年
間

の
学
習
の
集
大
成
と
し
て
ハ
ワ

イ
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。
平
和

学
習
を
軸
に
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
2
回
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

広
島
女
学
院
の
足
跡
を
辿
る
旅

と
し
て
も
位
置
付
け
、
創
立
者

の
砂
本
貞
吉
先
生
が
第
2
代
牧

師
、
卒
業
生
の
三
宅
展
子
先
生

が
こ
の
6
月
ま
で
牧
師
と
し
て

務
め
ら
れ
た
ハ
リ
ス
・
メ
ソ
ジ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
で
の
礼
拝
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ゲ
ー
ン

ス
先
生
の
愛
唱
讃
美
歌「
み
め
ぐ

み　

ゆ
た
け
き
」を
英
語
で
歌
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
窓
会
ハ

ワ
イ
支
部
の
方
と
は
3
時
間
に

わ
た
る
交
流
の
時
間
を
頂
き
、

30
代
～
80
代
の
同
窓
生
13
名
の

方
々
が
在
校
生
の
た
め
に
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
被

爆
の
体
験
、
女
学
院
で
の
思
い

出
な
ど
、
様
々
な
お
話
を
伺
い
、

ど
な
た
も
ど
こ
に
あ
っ
て
も
女

学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
ハ
ワ
イ
支
部
の
皆
様
、

三
宅
牧
師
先
生
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

6
月
25
日
に
今
年
度
第
1
回

の
研
究
発
表
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
の
外
部
参
加
者
は
50

人
程
度
と
、
昨
年
第
2
回
よ
り

ず
い
ぶ
ん
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
北
海
道
か
ら
長
崎
ま
で
全

国
各
地
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
午
前
中
は
追
手
門
学
院

大
学
准
教
授
の
井
出
明
先
生
に

中
学
、
高
校
別
々
に
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
、
戦

争
、
災
害
、
公
害
な
ど
の
人
類

の
負
の
遺
産
と
観
光
を
結
び
付

け
、
旅
を
し
な
が
ら
継
承
し
て

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。「
過
去

の
だ
れ
か
の
悲
し
み
に
寄
り
そ

う
」と
い
う
精
神
が
必
要
で
あ

り
、
こ
れ
は
本
校
の
キ
リ
ス
ト

教
教
育
の
理
念
や
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
課

題
研
究
構
想
に
合
致
す
る
も
の

で
す
。
詳
し
く
は
校
長
先
生
が

ア
イ
リ
ス
レ
タ
ー
6
月
号
の
巻

頭
言
に
お
書
き
に
な
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

午
後
は
生
徒
に
よ
る
海
外
研

修
、
課
外
活
動
に
関
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
研

修
旅
行
と
し
て
、
韓
国
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
マ
ウ
ン
ト

ユ
ニ
オ
ン
大
学
・
ハ
ワ
イ
を
、
課

外
活
動
と
し
て
署
名
実
行
委
員

会
の
生
徒
に
よ
る
碑
め
ぐ
り
・
署

名
活
動
・
ヒ
ロ
シ
マ
ア
ー
カ
イ
ブ

活
動
に
つ
い
て
紹
介
を
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
参
加
者
か
ら
は

大
好
評
で
、
ず
い
ぶ
ん
感
心
し

て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

午
後
の
二
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
教
員
に
よ
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取

り
組
み
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
で
し

た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
で
あ
っ
て
も

そ
う
で
な
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
で
抱
え
る
問
題
は
似
て

お
り
、
有
益
な
情
報
交
換
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
部　

高
見 

知
伸
）

　

７
月
25
日
か
ら
８
月
10
日
ま

で
、
中
３
生
徒
16
名
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
郊
外

に
位
置
す
る
キ
ル
ビ
ン
ト
ン
グ

ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

到
着
し
た
当
初
は
英
語
し
か

通
じ
な
い
環
境
や
生
活
習
慣
の

違
い
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
発
言
や
質
問
を
す
す
ん

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
語
や
体
育
、
芸
術

な
ど
様
々
な
授
業
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
や
ペ

ア
で
の
活
動
を
し
な
が
ら
現
地

の
生
徒
達
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
に
は”Peace D

ay”

と
し
て
、
生
徒
達
が
日
本
で
準
備

し
て
き
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

み
せ
な
が
ら
、
原
爆
や
広
島
の
復

興
、
女
学
院
で
の
平
和
活
動
、
最

近
の
原
爆
観
に
つ
い
て
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
キ
ル
ビ
ン
ト
ン
生
達
は

と
て
も
真
剣
に
聞
い
て
く
だ
さ

り
、
そ
の
後
、
と
も
に
黙
と
う
を

捧
げ
、
平
和
を
祈
り
な
が
ら
折
り

鶴
を
折
り
ま
し
た
。

　

２
週
間
と
い
う
わ
ず
か
な
時

間
で
し
た
が
、
生
徒
達
は
英
語

力
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

自
ら
す
す
ん
で
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
、
異
文
化
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

研
修
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
部　

前
本 

日
向
子
） 

　

文
化
祭
で
は
日
ご
ろ
の
ク
ラ

ブ
活
動
の
成
果
や
学
校
生
活
の

様
子
を
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
11
月
3
日
開
催

と
な
り
、
一
般
公
開
の
時
間
も

少
し
早
ま
り
ま
し
た
。
文
化
祭

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ぱ
ち
ぇ
る
も
、

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
高
校
生
徒
会
顧
問　

長
谷
川 

史
）

Ｇ
Ｉ
生
の
ハ
ワ
イ
研
修
、

第
1
回
Ｓ
Ｇ
Ｈ
研
究
発
表
会

夏
期
海
外
生
活
体
験
学
習

同窓会ハワイ支部の皆さんと高2GI生

クリスマスの
ご 案 内

女 学 院

【
一
般
公
開 

】

11
月
3
日（
木
・
祝
）

9
時
15
分
～
15
時
30
分

ぱちぇる

パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

長
坂 

小
如

ポ
ス
タ
ー　
　
　

信
定 

咲
来
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幼 

稚 

園

　

８
月
下
旬
、
幼
稚
園
で
夏
祭

り
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
、
在

園
児
、
保
護
者
は
勿
論
、
未
就

園
児
、
卒
園
生
、
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
転
園
し
た
子
ど
も
た
ち

も
帰
っ
て
来
て
く
れ
て
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
で
賑
わ
う
お
祭

り
で
す
。
焼
き
そ
ば
や
カ
レ
ー
、

綿
菓
子
や
か
き
氷
な
ど
の
出
店
。

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
お
化
け
屋

敷
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ル
で
の『
夏
祭
り
ス
テ
ー
ジ
』は
、

早
稲
田
ふ
れ
あ
い
太
鼓
の
皆
様

の
演
奏
や
卒
園
生
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
、
卒
園
生
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
お
支
え
の
中
で
、
夏
の
終
わ

り
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
幼
稚
園　

梅
田 

桃
香
）

　

日
々
の
保
育
の
中
で
子
ど
も

た
ち
は
平
和
を
つ
く
り
出
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
自
由

な
遊
び
の
中
で
友
だ
ち
と
考
え

を
出
し
合
っ
て
協
力
し
、
遊
び

を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。
時
に
、

意
見
が
対
立
し
て
お
互
い
が
譲

ら
ず
ケ
ン
カ
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
周
り
の
子

ど
も
た
ち
が
両
者
の
思
い
を
聞

き
取
っ
て
解
決
策
を
提
案
し
て

く
れ
る
場
面
も
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。「
ご
め
ん
ね
。」「
い
い
よ
。」

で
仲
直
り
で
き
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
そ
の
時
は
納
得
が
い
か
な

く
て
も
周
り
の
受
け
入
れ
に

よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
時
も

あ
り
、
支
え
合
い
の
中
で
安
心

を
提
供
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
で
の
話
し
合

い
の
時
間
に「
平
和
」に
つ
い
て

考
え
る
時
を
持
っ
た
際
に
は「
優

し
く
す
る
こ
と
」「
人
の
心
も
自

分
の
心
も
大
事
に
す
る
こ
と
」

「
世
界
が
全
体
ニ
コ
ニ
コ
」な
ど
、

互
い
の
思
い
を
共
有
し
あ
う
機

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
毎
日
を
過
ご
す
中
、
今

年
の
夏
も
園
で
、
ま
た
各
家
庭

で
祈
り
を
込
め
て
作
っ
た
折
り

鶴
を
原
爆
の
子
の
像
に
捧
げ
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
今
こ

の
心
動
か
さ
れ
る
体
験
を
土
台

に
身
近
な
人
々
と
の
生
活
を
大

切
に
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た
人
々

の
こ
と
に
も
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
と
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。 （
幼
稚
園　

古
重 

歌
織
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
半
が
経

過
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ン
ス
幼
稚

園
は
、
今
現
在
、
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
幼
児
が
主
人
公
の「
幼

稚
園
」と
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
基
本
姿
勢
は

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
預
か
り
保
育
」や「
未
就
園
児
親

子
広
場
」「
発
達
支
援
」「
保
護

者
の
憩
い
の
場
」「
小
学
生
の
居

場
所
づ
く
り
」等
の
取
り
組
み
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
な
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

園
だ
け
で
は
担
い
き
れ
な
い
そ

の
構
想
の
鍵
を
握
る
の
が「
幼
大

連
携
」で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
実
践

的
学
び
の
場
」を
学
生
に
提
供
し

つ
つ
、「
管
理
栄
養
」「
心
理
学
」

「
語
学
」「
デ
ザ
イ
ン
」等
の
大
学

の
専
門
性
を
、
教
育
活
動
は
も

ち
ろ
ん
、
子
育
て
や
保
護
者
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
も
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
で
、
幼
大
の
互
恵
性

が
更
に
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
構
想

「
み
ぎ
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、
ご
支
援

を
賜
り
た
い
と
１
３
０
周
年
を

迎
え
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
園
長　

高
田 

憲
治
）

　

花
の
日
礼
拝
の
朝
、
子
ど
も
達
は
各
家
庭
で
選
ん

だ
花
を
持
っ
て
登
園
し
ま
す
。
あ
る
子
は「
先
生
、
ど

う
ぞ
！
」と
嬉
し
そ
う
に
、
ま
た
あ
る
子
は
は
ず
か
し

そ
う
に
花
を
渡
し
て
く
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
特

別
に
咲
き
誇
る
花
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
、
毎
日
を

共
に
過
ご
さ
せ
て
も
ら
え
る
幸
せ
を
改
め
て
強
く
感

じ
る
日
で
す
。
部
屋
に
飾
る
と「
き
れ
い
だ
ね
！
」「
お

花
が
い
っ
ぱ
い
で
嬉
し
く
な
る
ね
！
」と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
す
。「
集
ま
り
」で
は
そ
の
花
々
を
囲
み
、
子
ど

も
の
頃
の
イ
エ
ス
様
が
虫
や
花
な
ど
ど
ん
な
命
も
大

切
に
し
て
い
た
話
を
聞
い
た
り
、
神
さ
ま
か
ら
与
え

ら
れ
た
様
々
な
命
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
自
分
た
ち

も
神
様
か
ら
命
を
与
え
ら
れ
守
ら
れ
成
長
し
て
い
る

こ
と
に
感
謝
す
る
礼
拝
の
時
を
持
ち
ま
し
た
。

（
幼
稚
園　

有
里 

亜
友
美
）

夏
祭
り

平
和
の
祈
り

「
幼
大
連
携
」と

こ
れ
か
ら
の
幼
稚
園

花
の
日
礼
拝

お花がいっぱい、うれしいね

折り鶴を捧げ禎子さんの思いをつなぐ 原爆ドームを前に、戦争の傷跡を直視する子どもたち
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校　　勢　　概　　要　　（2016.5.1現在）

◇専任職員数　 
所　属 大　学 中　高

幼
稚
園

法　

人
計

種　別
性　

別

国　

際

人　

間
計

中　

学

高　

校
計

教員計
男 18 12 30 14 16 30 1 0 61
女 11 19 30 19 16 35 10 0 75
計 29 31 60 33 32 65 11 0 136

職員計
男 15 15 1 1 2 0 3 20
女 47 47 2 2 4 0 3 54
計 62 62 3 3 6 0 6 74

◇2015年度財務三表
◇資金収支計算書 （単位　円）

科　　目 金　　額
収入の部

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 2,462,152 ,609
手 数 料 収 入 44,409,655
寄 付 金 収 入 6,170,000
補 助 金 収 入 610,815,305
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 29,494,820
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 2,419,905
雑 収 入 65,862,189
前 受 金 収 入 345,042,000
そ の 他 の 収 入 220,238,175
資 金 収 入 調 整 勘 定 △423,786,551
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 990,370,834

収 入 の 部 合 計 4,353,188 ,941
支出の部

人 件 費 2,144,972 ,810
教 育 研 究 経 費 支 出 532,517,350
管 理 経 費 支 出 223,123,821
借 入 金 等 利 息 支 出 34,936,979
借 入 金 等 返 済 支 出 206,380,000
施 設 関 係 支 出 56,868,480
設 備 関 係 支 出 30,186,649
資 産 運 用 支 出 834,000
そ の 他 の 支 出 154,184,877
資 金 支 出 調 整 勘 定 △37,732,075
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 1,006,916 ,050

支 出 の 部 合 計 4,353,188 ,941
支 払 資 金 の 増 減 額 16,545,216

◇事業活動収支計算書 （単位　円）
科　　目 金　　額

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 2,462,152 ,609
手 数 料 44,409,655
寄 付 金 7,028,271
経 常 費 等 補 助 金 602,400,305
付 随 事 業 収 入 29,494,820
雑 収 入 66,814,558
教 育 活 動 収 入 計 3,212,300 ,218
教 育 活 動 外 収 入 2,419,905
特 別 収 入 11,028,549

収 入 の 部 合 計 3,225,748 ,672
支出の部

人 件 費 2,148,634 ,495
教 育 研 究 経 費 987,226,000
管 理 経 費 233,158,498
徴 収 不 能 額 等 524,684
教 育 活 動 支 出 計 3,369,543 ,677
教 育 活 動 外 支 出 34,936,979
特 別 支 出 481,603

支 出 の 部 合 計 3,404,962 ,259
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 △179,213,587
基 本 金 組 入 額 合 計 △278,608,319
当 年 度 収 支 差 額 △457,821,906
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △8,795,844 ,674
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △9,253,666 ,580

◇貸借対照表 （単位　円）
科　　目 金　　額

固 定 資 産 10,405,060 ,457
有 形 固 定 資 産 9,394,253 ,162
そ の 他 の 固 定 資 産 1,010,807 ,295

流 動 資 産 1,098,208 ,563
資 産 の 部 合 計 11,503,269 ,020
固 定 負 債 2,664,081 ,094
流 動 負 債 685,298,273
負 債 の 部 合 計 3,349,379 ,367

純資産 基 本 金 17,407,556 ,233
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △9,253,666 ,580

純 資 産 の 部 合 計 8,153,889 ,653
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 11,503,269 ,020

◇2016年度学生・生徒・園児在籍数 （ 　）内は内数で休学留学者数を表す。

校部科 学年 1 2 3 4 小計 計

言語文化研究科
博 士 後 期 課 程

日本言語文化専攻 1 0 0 　 1
1

英米言語文化専攻 0 0 0 　 0

言語文化研究科
博 士 前 期 課 程

日本言語文化専攻 4 5 　 　 9
12

英米言語文化専攻 0 3 　 　 3

人 間 生 活 学
研究科修士課程

生活文化学専攻 0 2 　 　 2
7

生 活 科 学 専 攻 1 4 　 　 5

大 学 国 際 教 養
学 部

国 際 教 養 学 科
（GSE） 110 127 154 146 537 537

大 学 人 間 生 活
学 部

生 活 デ ザ イ ン・
建 築 学 科 56 54 40 68 218 218

管 理 栄 養 学 科 80 78 63 79 300 300

幼児教育心理学科 82 81 89 94 346 346

大 学 文 学 部

日本語日本文学科 6 6

9英米言語文化学科 　 　 　 2 2

幼児教育心理学科 　 　 　 1 1

大 学
生 活 科 学 部

生 活 デ ザ イ ン・
情 報 学 科 　 　 　 1 1 1

高 等 学 校 221⑴ 224 220 665⑴

中 　 　 　 　 学 　 　 　 　 校 206 251 200 　 　 657

幼 　 　 　 　 稚 　 　 　 　 園 3年保育
65

2年保育
81

1年保育
73 　 　 219

計 826⑴ 910 839 397 　 2,972⑴

◇財産目録

一、基本財産 9,394,253,162円 中 学 校 建 物 7,895.59㎡
657,369,160円

1 . 土 　 　 　 地 230,939.85㎡
1,138,197,688円 幼 稚 園 建 物 1,560.66㎡

177,072,174円

大 学 校 地 202,472.33㎡
581,008,581円 法 人 建 物 808.72㎡

50,234,156円

高 等 学 校 校 地 10,716.12㎡
336,684,120円 3 . 構 築 物 227点

211,724,120円

中 学 校 校 地 13,002.00㎡
195,030,000円 4 . 教具・校具・備品 21,163点

406,505,900円

中高寄宿舎跡地 852.89㎡
8,528,900円 5 . 図 　 　 　 書 195,715冊

1,299,908,815円

幼 稚 園 校 地 3,328.25㎡
3,507,070円 6 . 車 　 　 　 両 7台

3,537,659円

校 外 土 地 568.26㎡
13,439,017円 二、運用財産 2,109,015,858円

2 . 建 　 　 　 物 60,850.00㎡
6,334,378,980円 三、負債 3,349,379,367円

大 学 建 物 39,491.48㎡
3,888,169,172円 四、正味財産 8,153,889,653円

高 等 学 校 建 物 11,093.55㎡
1,566,534,318円 ご不明な点がございましたら、法人事務局財務課へお問い合わせください。
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今年度も広島女学院クリスマスコンサート『メサイア』を開催いたします。ご家族お誘い合わせでご来場ください。

�e 32 th  2016 12.23
2016年12月23日（金・祝）  開場 17：00／開演 17：30
中学・高等学校ゲーンスホール
法人事務局 総務課　TEL 082‒228‒0380お問い合わせ

会　場

日　時

Me�iah
　

広
瀬
ハ
マ
コ
先
生
は
、
校
母
N
・
Ｂ
・
ゲ
ー
ン
ス
先
生
か
ら
直
接
薫
陶
を
う

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
、
園
長
、
学
長
、
院
長
、
理
事
長

と
し
て
36
年
間
に
渡
り
、
本
学
院
発
展
の
た
め
に
尽
瘁
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
9
8
8
年
に
ご
召
天
。
そ
の
後
、
私
財
は
全
額
先
生
ご
遺
言
に
よ
り
本

学
に
寄
附
さ
れ
、「
広
瀬
ハ
マ
コ
記
念
奨
学
基
金
」の
制
度
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

● 

応
募
条
件
：
本
学（
高
校
、
大
学
）卒
業
生
で
国
内
外
の
大
学
院
在
学
者

● 

選
考
：
本
人
申
請
に
よ
り
3
月
・
9
月
に
基
金
運
営
委
員
会
を
行
い
ま

す
。
詳
細
お
問
い
合
わ
せ
は
、
法
人
事
務
局
総
務
課
へ

　

☎
0
8
2

−

2
2
8

−

0
3
8
0	

（
院
長　

湊 

晶
子
）

広
瀬
ハ
マ
コ
記
念
基
金
の
ご
案
内

望
や
補
正
予
算
と
決
算
の
大
幅

か
い
離
の
原
因
究
明
等
に
つ
い

て
の
や
り
取
り
の
後
、
承
認
し

た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
各
校
部

か
ら
の
学
事
報
告
、
監
事
監
査

報
告
及
び
本
年
度
監
査
項
目
、

大
学
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。

第
１
４
３
回
理
事
会

　

２
０
１
６
年
５
月
24
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

選
任
事
項
と
し
て
、
中
高
事

務
長
に
石
田
直
子
大
学
庶
務
課

長
兼
総
合
研
究
所
事
務
課
長
を

選
任（
６
月
１
日
付
け
）し
た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、

２
０
１
５
年
度
事
業
報
告
案
に

つ
い
て
、
質
疑
応
答
の
後
、
承

認
し
た
。

　

次
に
、
２
０
１
５
年
度
決
算

案
に
つ
い
て
、
監
査
報
告
に
続

い
て
、
予
算
額
と
の
か
い
離
の

理
由
を
明
記
す
る
よ
う
に
等
の

意
見
が
出
さ
れ
た
後
、
承
認
し

た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
各
校
部

か
ら
の
学
事
報
告
の
後
、
高
橋

監
事
を
任
期
満
了
に
伴
い
再
任

す
る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
人
事
に
つ
い
て
、
大

学
国
際
教
養
学
部
専
任
講
師
と

し
て
、
磯
部
祐
実
子
氏
を
９
月

20
日
か
ら
採
用
す
る
こ
と
、
及

び
事
務
職
員
の
６
月
１
日
付
け

人
事
異
動
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
管
理
者
候
補
選
考
委

員
選
出
要
領
を
制
定
し
た
旨
報

告
が
あ
っ
た
。

第
１
４
４
回
理
事
会

　

２
０
１
６
年
６
月
28
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
各
校
部

第
１
４
２
回
理
事
会

　

２
０
１
６
年
４
月
26
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
教
育

振
興
基
金
等
各
種
基
金
の

２
０
１
５
年
度
決
算
報
告
、
及

び
２
０
１
６
年
度
事
業
予
算
に

つ
い
て
、
基
金
の
目
的
の
再
点

検
・
整
理
の
必
要
性
に
つ
い
て

指
摘
が
あ
り
、
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
上
で
承
認
し
た
。

　

次
に
、
２
０
１
５
年
度
内
部

監
査
実
施
状
況
報
告
と
合
わ
せ

て
２
０
１
６
年
度
内
部
監
査
計

画
の
説
明
が
あ
り
、承
認
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
各
校
部

か
ら
の
学
事
報
告
、
大
学
改
組

の
検
討
状
況
、
及
び
改
組
案
の

説
明
、
２
０
１
５
年
度
監
事
監

査
の
説
明
、
及
び
監
査
状
況
報

告
、
並
び
に
２
０
１
６
年
度

監
事
監
査
計
画
の
説
明
が
あ
っ

た
。

５
月
定
期
評
議
員
会

　

２
０
１
６
年
５
月
24
日
10
時

か
ら
開
催
。

　

選
任
事
項
と
し
て
、
ご
息
女

卒
業
に
伴
い
退
任
さ
れ
た
山
下

評
議
員
の
後
任
と
し
て
宮
下
一

成
氏
を
選
任
し
た
。
任
期
は
、

本
日
か
ら
３
年
間
。

　

次
に
、
２
０
１
６
年
５
月
末

で
任
期
満
了
と
な
る
高
橋
監
事

の
再
任
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

任
期
は
、
６
月
１
日
か
ら
２
年

間
。

　

諮
問
事
項
と
し
て
、
２
０
１
５

年
度
事
業
報
告
案
及
び
決
算
案

に
つ
い
て
、
２
０
１
８
年
度
か

ら
の
次
期
中
期
計
画
の
策
定
体

制
や
着
手
時
期
に
つ
い
て
の
要

か
ら
の
学
事
報
告
、
６
月
末
で

退
職
す
る
事
務
職
員
へ
の
退
職

金
の
支
給
、
広
島
女
学
院
大
学

名
誉
教
授
称
号
授
与
規
程
の
改

正
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

協
議
事
項
と
し
て
、
大
学
改

組
の
方
向
性
、
入
学
定
員
、
学

部
名
称
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
、
続
い
て
、
創
立
１
３
０
周

年
募
金
、日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
に
よ
る
経
営
相
談

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

第
１
４
５
回
理
事
会

　

２
０
１
６
年
７
月
26
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ

出
願
に
伴
う
入
学
検
定
料
の
引

上
げ
の
た
め
の
中
高
学
則
変
更

を
承
認
し
た
。

　

次
に
、
大
学
改
組
に
伴
う
新

学
部
・
学
科
構
成
と
教
員
人
事

に
つ
い
て
、
質
疑
応
答
の
後
承

認
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
各
校
部

か
ら
の
学
事
報
告
、
財
務
状
況

の
説
明
、
創
立
１
３
０
周
年
記

念
行
事
開
催
の
報
告
が
あ
っ

た
。

第
１
４
６
回
理
事
会

　

２
０
１
６
年
９
月
27
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
大
学
改

組
の
最
終
案
を
、
２
学
部
・
５

学
科
、
入
学
定
員
３
３
０
名
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
質
疑
応

答
の
後
、
承
認
し
た
。

　

次
に
、
法
人
事
務
局
長
を
財

務
理
事
と
す
る
こ
と
、
及
び
依

願
退
職
す
る
常
勤
嘱
託
職
員
へ

の
慰
労
金
の
支
給
を
承
認
し

た
。

　

報
告
事
項
に
つ
い
て
、
各
校

部
か
ら
の
学
事
報
告
、
管
理
者

候
補
選
考
委
員
選
出
要
領
の
改

正
、
中
高
教
員
へ
の
退
職
金
の

支
給
、
大
学
実
験
実
習
担
当
職

員
の
採
用
、
創
立
１
３
０
周
年

記
念
募
金
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

事 

務 

局

同窓会バザー
日時： 2016年11月３日（祝） 

10：00～13：00
場所： ゲーンスホール前 

テント（バザー）  
同窓会館（カフェ・ア
イリス）

バザーのための献品を常時受
け付けております。

クワイヤOG会
故片柳 寛先生追悼記念会
日時： 2017年1月21日（土） 

14：00～
場所： 広島女学院大学  

ゲーンスチャペル
広島市東区牛田東4-13-1
どなたでもご自由にご出席く
ださい

お問い合わせ
同窓会事務局

TEL・FAX 082-221-1059

　元院長・学長 片柳寛先生が7月27日享年91歳で
ご召天されました。片柳先生は1957年4月より広
島女学院助手、講師を経て、1963年4月総理府科
学技術庁振興局国際課課長補佐に就任、1967年10
月に退職し、11月より助教授として復職、1972年
広島女学院大学教授就任の後、文学部長、副学長
を歴任され、1986年に広島女学院大学学長に就任、
翌年1987年から広島女学院院長を兼任し1990年3
月定年退職まで英文学の教育・研究に努め、1990年4月広島女学院大学
名誉教授になられました。2008年には瑞宝中綬章を受章されました。
　英文学の教育・研究においては、英語を外国語とするnon-native者へ
の教授法の研究、実践に貢献。1981年よりオハイオ州ウィルミントン
大学、1983年よりカリフォルニア州パシフィック大学への初の海外夏
期研修を実施して、女子大生を留学させる礎を築かれました。なお、
言語教育充実のためご寄附いただいた3,500,000円により「片柳寛記念基
金」が設けられ、女学院の発展にご尽力いただいています。
　心から哀悼の意を表します。

永遠の「あやめ」ゲーンズの娘たちよ
片柳  寛先生（元院長・学長）ご召天

同窓会からのお知らせ

会
議
報
告
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

大
学
協
力
会

　

会　

長	

谷
川　

正
芳

　

副
会
長	

森
長　

京
子

　

理　

事	

德
丸　

千
夏

　
　

〃	

向
井　

英
佳

　
　

〃	

橋
本　

和
代

　
　

〃	

小
西　

美
香

　

新
理
事	

中
島　

久
美

　
　

〃	
長
田
ひ
か
り

　

監　

事	
梶
山　

照
子

　
　

〃	
中
川　
　

賛

　

大
学
側
理
事	

桐
木　

建
始

　
　

〃	

波
多
野
五
三

　
　

〃	

山
下　

京
子

　
　

〃	

澤
村　

雅
史

中
高
P
T
A

　

会　

長	

福
戸
山
正
明

　

副
会
長	

島
田　

青
坪

　
　

〃　

	

田
中　

慎
也

　
　

〃　

	

深
田　

洋
介

　
　

〃　

	

大
川　

公
治

　
　

〃　

	

頂
岳　

度
世

　
　

〃　

	

中
山　

玲
子

　

監　

事	

澤
井　

貴
介

　
　

〃　

	

松
本　

正
和

　

顧　

問	

宮
下　

一
成

　
　

〃　

	

柏
木　

宏
之

　
　

〃　

	

濱
田　

英
樹

幼
稚
園
み
ぎ
わ
会

　

会　

長	

佐
能　

幸
恵

　

副
会
長	

米
川　

美
穂

　

会　

計	

八
百
城
寿
子

　
　

〃　

	

福
田　

典
子

　

書　

記	

伊
藤　

純
子

　
　

〃　

	

辰
崎
裕
美
子

　
　

〃　

	

大
宅　

由
美

　
　

〃　

	

船
場　

寿
美

　
　

〃　

	

近
藤　

理
恵

　
　

〃　

	

福
井
香
緒
里

　
　

〃　

	

塩
田　

恭
子

　
　

〃　

	

田
多　

友
紀

　
　

〃　

	

植
田
ひ
と
み

　
　

〃　

	

南
原　

陽
子

　
　

〃　

	

小
路　

祥
子

　
　

〃　

	

松
藤　
　

薫

　
　

〃　

	

瀬
良　

貞
子

　
　

〃　

	

廣
瀨　

桃
子

　
　

〃　

	

坂
田
真
理
子

　
　

〃　
	

長
井　

乃
湖

教
職
員
動
静

9
月
15
日
受
付
分
ま
で

結
婚

桑
原　

ユ
ミ（
幼
稚
園
教
諭
）　

平
野
と
改
姓	
2016
・
5
・
5

渡
辺　

杏
奈（
大
学
実
験
実
習
助
手
）

西
本
と
改
姓	

2016
・
7
・
24

吉
岡　

千
紘（
幼
稚
園
教
諭
）

矢
原
と
改
姓	

2016
・
7
・
30

田
畑　

あ
ゆ
み（
中
高
教
諭
）

桂
と
改
姓	

2016
・
8
・
23

誕
生

明あ
か

里り

ち
ゃ
ん

（
皆
本
陽
子
中
高
教
諭
ご
長
女
）

2016
・
5
・
11

ソ
フ
ィ
ア
・
千ち

鳥ど
り

ち
ゃ
ん

（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
中
高

助
教
諭
ご
長
女
）	

2016
・
5
・
19

召
天

濱
重　

富
江 

様

（
﨑
家
靜
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
課
職
員
ご
母
堂
）	

2016
・
3
・
30

和
田　

み
ど
り 

様

（
名
誉
教
授
）	

2016
・
4
・
20

片
柳　

 

寛 

様

（
元
院
長
・
大
学
長
）	

2016
・
7
・
27

人
　
事

評
議
員
会
選
任

評
議
員

　

宮
下　

一
成

（
2016
・
5
・
24
～
2019
・
5
・
23
）

理
事
長
選
任

監
事

　

髙
橋　

義
則

（
2016
・
6
・
1
～
2018
・
5
・
31
）

就
任

法
人
事
務
局
財
務
課
長
兼

大
学
会
計
課
長

　

加
藤　

佳
輝	

（
2016
・ 

6
・ 

16
付
）

客
員
教
授

　

Steven Leeper

　

谷
尻　
　

誠

　

出
口　
　

汪
（
2016
・
4
・
1
～
2017
・
3
・
31
）

退
職

　

小
幡　
　

貢	

（
2016
・
6
・ 

30
付
）

　

畝　
　

葉
子	

（
2016
・
6
・ 

30
付
）

　

加
川
貴
美
子	

（
2016
・
8
・ 

31
付
） 

　

寄
　
附

9
月
15
日
受
付
分
ま
で

広
島
女
学
院
の
た
め
に

今
石　

牧
子 

様
　

１
０
，０
０
０
円

広
島
女
学
院
大
学
の
た
め
に

野
村　

久
子 

様
　

3
０
，8
２
０
円

中
高
教
育
充
実
の
た
め
に

寺
脇　

幹
雄 

様

塚
本　

有
香 

様

２
０
，０
０
０
円

生
活
デ
ザ
イ
ン・建
築
学
科
の
た
め
に

2
0
1
5
年
度
生
活
デ
ザ
イ
ン
・
建

築
学
科
卒
業
生
一
同 

様５０
，０
０
０
円

ゲ
ー
ン
ス
奨
学
金
と
し
て

広
島
女
学
院
同
窓
会 

様
８
０
０
，０
０
０
円

み
ぎ
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ゲ
ー
ン
ス
幼
稚
園
み
ぎ
わ
会 

様

２
０
０
，０
０
０
円

ゲ
ー
ン
ス
幼
稚
園
教
諭
有
志 

様

４
０
，０
０
０
円

創
立
1
3
0
周
年

　
　
緞
帳
修
復
の
た
め
に

広
島
女
学
院
同
窓
会５

０
０
，０
０
０
円

広
島
女
学
院
同
窓
会
広
島
地
区 

様

３
０
，０
０
０
円

広
島
女
学
院
同
窓
会
佐
伯
地
区 

様

広
島
女
学
院
同
窓
会
呉
地
区 

様

星
野　

晴
夫 

様

工
藤　

敬
子 

様

前　

瑛
子 

様

２
０
，０
０
０
円

広
島
女
学
院
同
窓
会
賀
茂
地
区 

様

広
島
女
学
院
同
窓
会
県
北
地
区 

様

広
島
女
学
院
同
窓
会
山
口
支
部 

様

１
０
，０
０
０
円

被
爆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
使
用
御
礼

一
般
財
団
法
人
米
子
市
文
化
財
団 

様

４
０
，０
０
０
円

ガ
ウ
ン・帽
子
保
管
料
補
助

広
島
女
学
院
大
学
協
力
会 

様

２
７
６
，１
５
６
円

ア
イ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
維
持
費

広
島
女
学
院
同
窓
会 

様
６
０
０
，０
０
０
円

現
物
寄
附

寺
本　

道
生 

様

図
書「
広
島
電
鉄
開
業
1
0
0
年
・

創
立
70
年
史
」

関
谷　

弘
毅 

様

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
H
D
R−

P
J
6
7
5

（
T
）ボ
ル
ド
ー
ブ
ラ
ウ
ン・
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
H
D
R−

P
J
6
7
5（
W
）ホ

ワ
イ
ト

渡
部　

佳
美 

様

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

田
中　

沙
織 

様

カ
シ
オ 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
キ
ャ
ノ

ン 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
キ
ャ
ノ
ン 

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
、
カ
シ
オ 

電

子
辞
書

日
誌
紗

４
・
１（
金
）　

新
任
式
・

　
　
　
　
　

  

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

４
・
2（
土
）　

大
学
院
・
大
学
入
学
式

4
・
7（
木
）　

中
学
校
入
学
礼
拝

4
・
7（
木
）　
高
等
学
校
入
学
礼
拝

4
・
11（
月
）　
幼
稚
園
入
園
礼
拝

4
・
14（
木
）　

事
務
協
議
会

4
・
26（
火
）　

理
事
会

4
・
8（
金
）、
4
・
18（
月
）、

4
・
25（
月
）～
4
・
28（
木
）

　
　
　
　
　

 

公
認
会
計
士
監
査

5
・
12（
木
）　

事
務
協
議
会

5
・
12（
木
）　

経
営
会
議

5
・
14（
土
）　

中
高
体
育
大
会

5
・
21（
土
）　
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

5
・
24（
火
）　

評
議
員
会

5
・
24（
火
）　

理
事
会

5
・
9（
月
）～
5
・
12（
木
）、

5
・
16（
月
）～
5
・
18（
水
）、

5
・
20（
金
）、5
・
25（
水
）、5
・
27（
金
）

　
　
　
　
　

 

公
認
会
計
士
監
査

5
・
28（
土
）　

大
学
協
力
会
総
会

6
・
2（
木
）　

経
営
会
議

6
・
9（
木
）　

事
務
協
議
会

6
・
16（
木
）　

学
院
運
営
協
議
会

6
・
28（
火
）　

理
事
会

7
・
7（
木
）　

経
営
会
議

7
・
14（
木
）　

事
務
協
議
会

7
・
14（
木
）　

学
院
運
営
協
議
会

7
・
21（
木
）　

学
院
人
権
問
題
委
員
会

7
・
26（
火
）　

理
事
会

8
・
6（
土
）　

被
爆
71
年
平
和
祈
念
式

9
・
1（
木
）　

経
営
会
議

9
・
8（
木
）　

事
務
協
議
会

9
・
15（
木
）　

入
園
説
明
会

9
・
16（
金
）　

入
園
説
明
会

9
・
20（
火
）　

入
園
説
明
会

9
・
21（
水
）　

入
園
説
明
会

9
・
24（
土
）　
広
島
女
学
院
創
立

　
　
　
　
　

  

1
3
0
周
年
記
念
講
演
と

　
　
　
　
　

  

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

9
・
27（
火
）　

理
事
会

9
・
14（
水
）、
9
・
15（
木
）

　
　
　
　
　

 

公
認
会
計
士
監
査

10
・
1（
土
）　

創
立
記
念
日

2
0
1
6
年
度

（
保
護
者
会
）役
員

編
集
後
記

　

創
立
１
３
０
周
年
記
念
の
喜

び
と
共
に
今
年
も
牛
田
校
地
は

赤
や
黄
色
に
美
し
く
色
づ
い
て

き
ま
し
た
。
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ

同
様
、
こ
れ
か
ら
も
広
島
女
学

院
が
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
ま

す
よ
う
、
祈
り
と
共
に
心
新
た

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。（

幼
稚
園　

久
保
木 

裕
子
）

昇任・昇格 2016. 6. 1付（順不同）
氏　名 （新） （旧）

石田　直子 中高事務長（事務職1等級） 大学事務局庶務課長 兼
総合研究所事務課長（事務職2等級）

佐藤木綿子 大学事務局次長 兼 大学事務局秘
書・広報課長（事務職1等級）

大学事務局秘書・広報課長（事務職
2等級）

藤岡千津子 大学総合学生支援センター教務課
長代理 兼 大学学部事務室課長代理 大学総合学生支援センター 教務課主任

牟　　正愛 大学キャリアセンターキャリア支
援課主任

大学総合学生支援センター 教務
課職員

配置転換 2016. 6. 1付（順不同）
氏　名 （新） （旧）

松田　俊治 大学事務局情報管理課 情報管理主管 法人事務局財務課長 兼 大学事務局会計課長

榎　　良平 大学事務局庶務課長 兼 大学総合
研究所事務課長 大学入試部入試課長

川口早香美 大学入試部入試課長 中高事務長代行

中嶋　知子 大学事務局庶務課主任 兼 大学総
合研究所事務課主任 大学宗教センター事務課主任

加納　暢子 大学宗教センター事務課主任 大学図書館図書課主任

久保田哲司 大学総合学生支援センター教務課
主任 兼 大学学部事務室主任 大学入試部入試課主任

濵井　正俊 大学入試部入試課主任 大学総合学生支援センター 教務課主任

馬嶋　彩子 大学総合学生支援センター学生課職員 兼 
大学ボランティアセンター事務課職員 法人事務局総務課職員

小坂　千穂 法人事務局総務課職員 大学事務局庶務課職員 兼 大学総
合研究所事務課職員

大田　　香 大学事務局秘書・広報課職員（新学部設置担当） 大学総合学生支援センター 学生課職員

兼務発令 2016. 6. 1付（順不同）
氏　名 （新） （旧）

小橋　牧子 大学総合学生支援センター学生課
職員 兼 大学事務局庶務課職員

大学総合学生支援センター
学生課職員

宇根　　治 大学総合学生支援センター学生課長 兼 
大学ボランティアセンター事務課長

大学総合学生支援センター
学生課長

今井　　妙 大学総合学生支援センター学生課長代理 兼 
大学ボランティアセンター事務課長代理

大学総合学生支援センター
学生課長代理

宮田　裕子 大学総合学生支援センター学生課職員 兼 
大学ボランティアセンター事務課職員

大学総合学生支援センター
学生課職員

藤本　一菜 大学総合学生支援センター学生課職員 兼 
大学ボランティアセンター事務課職員

大学ボランティアセンター
事務課職員

入江　直子 大学総合学生支援センター教務課
長 兼 大学学部事務室課長

大学総合学生支援センター
教務課長

山口　明美 大学総合学生支援センター教務課
長代理 兼 大学学部事務室課長代理 大学学部事務室課長代理

宇都宮奈月 大学総合学生支援センター教務課
職員 兼 大学学部事務室職員

大学総合学生支援センター
教務課職員

山岸　由佳 大学総合学生支援センター教務課
職員 兼 大学学部事務室職員

大学総合学生支援センター
教務課職員

熊野　靖子 大学総合学生支援センター教務課
職員 兼 大学学部事務室職員 大学学部事務室職員

長岡　香織 大学総合学生支援センター教務課
職員 兼 大学学部事務室職員

大学総合学生支援センター
教務課職員

坂野　康文 大学宗教センター事務課長 大学宗教センター事務課長 兼
大学ボランティアセンター事務課長
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大　　　学 中　学　校

ゲーンス幼稚園

大　学　院

2017年度  学生生徒 園 児 募 集 要 項

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
た
教
育
を
目
指
し
て

（〒732-0063）広島市東区牛田東四丁目13-1
電話 082-228-0386㈹　FAX 082-228-7815

（〒730-0014）広島市中区上幟町11-32
電話 082-228-4131　FAX 082-227-5376

（〒732-0063）広島市東区牛田東四丁目13-1
電話 082-228-6635　FAX 082-224-3141

言語文化研究科〈博士前・後期課程〉
人間生活学研究科〈修士課程〉

入試概要

春季入試日程

（2016年11月実施以降）

★ インターネット出願登録は、最終日午前11：00まで。
 ・ 全入試インターネット出願となります。（特別入試、編・転入試など一部異なります。）
 ・ 試験科目など詳細は、入試ガイドまたはホームページにてご確認ください。
 ・ 指定校制推薦入試に関しては、在学されている高等学校へお問い合わせください。
 ・  社会人・帰国生徒・外国人留学生特別入試および転入試、編入試も実施します。
※大学入試センター試験利用入試 A日程では、成績優秀者に授業料優遇制度があります。
　（授業料20％減免）

募集人員 国際教養学部 国際教養学科 240名
（英語系（GSE）／国語系／社会系／ビジネス・情報系）
GSE…Global Studies in English

｛ 生活デザイン・建築学科 70名
人間生活学部 管理栄養学科 70名

幼児教育心理学科 90名

募集人員 （男女共学）（社会人・外国人留学生可）

出 願 期 日 2017年2月17日（金）～2月24日（金）郵送必着
試 験 期 日 2017年3月3日（金） 合 格 発 表 2017年3月10日（金）

募集人員 約200名（5学級）
応募資格 2017年3月小学校卒業見込みの女子

出願時、広島県および山口県東部在住の者。これ以外
の地域から出願される場合は、他の手続あり。詳細は

「2017年度生徒募集要項」を参照のこと。
出願期間 2016年12月15日（木）より2017年1月6日（金）
出願方法 本校HPより出願の手続きを行い、期日までに必要書

類を郵送のこと。
試験期日 2017年1月21日（土）
選考の方法 ⑴学科試験　⑵提出書類の審査　⑶面接による審査
合格発表 2017年1月22日（日）
募集要項請求 本校受付で配布。郵送希望の場合、事務室にご請求く

ださい。

募集人員 3歳児　65名　4歳児　若干名
願書受付 2016年10月３日（月）
入園面接 2016年10月19日（水）
入園手続 2016年10月24日（月）

【資料請求】　広島女学院大学　入試課　電話：082-228-8365（直）
URL：http://www.hju.ac.jp/　E-mail：nyushi@gaines.hju.ac.jp

入試区分 対象学科

出願期間

試験日 合格発表日 試験会場インターネット
出願期間

出願書
類提出
締切

指定校制推薦入試 全学部全学科 2016年10月24日（月）
　～11月7日（月） ★

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

2016年
11月12日（土）

2016年
11月18日（金） 本学

公募制推薦入試
A・B方式（専願）
C方式（併願）

特芸方式
（専願・幼児教育

心理学科のみ）

全学部全学科
（ただし、幼児
教育心理学科

「特芸方式」は
第１回のみ実
施）

第１回
2016年10月24日（月）
　～11月8日（火） ★

第１回
2016年
11月13日（日）

第１回
2016年
11月18日（金）

第1回
本学・福山・
周南・松江・
松山

（ただし、
方式による）

第２回
2016年11月24日（木）
　～12月6日（火） ★

第２回
2016年
12月10日（土）

第２回
2016年
12月16日（金）

第２回
本学

特待生入試 全学部全学科 2017年1月5日（木）
　～1月20日（金） ★

2017年
1月30日（月）

2017年
2月11日（土）

↓一般前期
Ａ日程と同じ

一般入試
前期日程
A日程
B日程
C日程

全学部全学科 2017年1月5日（木）
　～1月20日（金） ★

A日程
2017年
1月30日（月）
B日程
2017年
1月31日（火）
C日程
2017年
2月2日（木）

2017年
2月11日（土）

Ａ日程
本学・福山・
周南・岡山・
松江・松山・
福岡・那覇
Ｂ日程
本学・福山・
周南
Ｃ日程
本学

一般入試
後期日程 全学部全学科 2017年2月16日（木）

　～2月28日（火） ★
2017年
3月6日（月）

2017年
3月10日（金） 本学

※　大学入試
センター試験

利用入試 A日程
全学部全学科 2017年１月5日（木）

　～1月27日（金） ★ 2017年
1月14・15日

（土・日）
大 学 入 試 セ
ン タ ー 試 験

（本学独自の
試 験 は あ り
ません。）

2017年
2月11日（土） ―

大学入試
センター試験

利用入試 B日程
全学部全学科 2017年2月16日（木）

　～2月28日（火） ★
2017年
3月10日（金） ―

大学入試
センター試験

利用入試 C日程
全学部全学科 2017年3月13日（月）

　～3月21日（火） ★
2017年
3月23日（木） ―

研究科 専　攻 博士前期、修士課程 博士後期課程

言 語 文 化 日 本 言 語 文 化 6名（秋季を含む） 3名
英 米 言 語 文 化 6名（秋季を含む） 3名

人 間 生 活 学 生 活 文 化 学 6名（秋季を含む）
生 活 科 学 6名（秋季を含む）


